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日
刀
保
た
た
ら
で
、
１
月
中
旬
か
ら
２
月
初

旬
に
か
け
て
、
た
た
ら
操
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
月
20
日
に
は
、
今
年
最
初
の
操
業
の
火

入
れ
式
が
行
わ
れ
、
（
公
財
）
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
、
日
立
金
属
安
来
製
作
所
な
ど
関
係

者
20
人
が
出
席
し
、
金
屋
子
神
に
操
業
の
安
全

と
成
功
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

た
た
ら
製
鉄
は
、
冬
期
の
操
業
の
他
、
砂
鉄

の
採
取
や
木
炭
の
焼
成
、
後
継
者
養
成
実
験
操

業
な
ど
１
年
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

た
ら
操
業
で
生
産
さ
れ
た
鉧
は
破
砕
さ
れ
、
大

き
さ
や
破
面
、
色
か
ら
炭
素
量
な
ど
の
純
度
を

判
断
し
８
種
類
に
選
鋼
さ
れ
ま
す
。
選
鋼
さ
れ

た
玉
鋼
は
、
全
国
の
刀
匠
へ
と
頒
布
さ
れ
、
日

本
刀
の
材
料
と
な
り
ま
す
。

■
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
と
今

　

た
た
ら
製
鉄
は
、
６
世
紀
後
半
に
朝
鮮
半
島

か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、
お
よ
そ
１
０
０
０

年
の
時
を
か
け
、
日
本
独
自
の
製
鉄
技
術
と
し

て
江
戸
時
代
中
期
に
現
在
の
構
造
が
完
成
し
ま

し
た
。
中
国
山
地
に
は
、
良
質
の
砂
鉄
や
粘
土

が
豊
富
に
あ
り
、
木
炭
の
原
料
と
な
る
森
林
資

源
に
も
恵
ま
れ
た
た
め
、
最
盛
期
の
江
戸
時
代

後
期
に
は
、
奥
出
雲
地
方
だ
け
で
国
内
の
鉄
の

生
産
量
の
半
分
を
占
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
明
治
に
入
る
と
、
価
格
の
安
い
洋
鉄

の
輸
入
や
、
八
幡
製
鉄
所
の
操
業
開
始
な
ど
、

急
激
に
衰
退
し
、
１
９
４
５
年
に
そ
の
炎
は
一

旦
途
絶
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
刀
の
原
材
料
と
し
て
不
可
欠

な
「
玉
鋼
」
の
唯
一
の
製
鉄
方
法
で
あ
る
た
た

ら
製
鉄
は
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
に
よ
っ

て
、
１
９
７
７
年
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
木
原
明
さ
ん
と
渡
部
勝
彦
さ
ん
の
２
人
の

村
下
、
村
下
代
行
の
三
上
孝
徳
さ
ん
堀
尾
薫
さ

ん
と
８
人
の
養
成
員
に
よ
り
操
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
今
年
の
操
業
は
、
後
継
者
育
成

の
観
点
か
ら
、
砂
鉄
の
装
入
は
主
に
村
下
代
行

と
村
下
養
成
員
が
行
い
、
木
原
村
下
は
統
括
と

い
う
立
場
で
操
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
か
ら
は
横
田
中
学
校
の
生
徒
が
、

ま
た
平
成
16
年
か
ら
は
小
学
校
の
児
童
が
「
た

た
ら
体
験
学
習
」
と
し
て
毎
年
木
原
村
下
の
指

導
の
下
、
小
さ
な
炉
を
使
っ
て
た
た
ら
操
業
を

体
験
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
将
来
の
村
下

が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
度
は
途
絶
え
た
〝
古
の
炎
〞
は
、
先
人
た

ち
の
誇
り
と
共
に
、
再
び
未
来
へ
と
つ
な
が
れ

て
い
き
ま
す
。

■
重
要
文
化
的
景
観
〜
日
本
遺
産
認
定
へ

　

２
０
１
４
年
、
奥
出
雲
町
の
棚
田
が
中
国
地

方
初
の
「
国
の
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
た
た
ら
製
鉄
に
よ
る
鉄

穴
流
し
の
跡
地
に
拓
か
れ
た
豊
か
な
棚
田
が
、

環
境
と
共
生
し
た
世
界
に
類
の
な
い
循
環
型
の

鉱
山
跡
地
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
認
定
が
始
ま
っ
た
日
本

遺
産
に
、
奥
出
雲
の
宝
で
あ
る
「
た
た
ら
製

鉄
」
の
歴
史
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て
、
来
年
度

の
認
定
を
目
指
し
、
雲
南
市
、
安
来
市
と
共
に

国
に
申
請
し
て
い
ま
す
。

　

出
雲
市
出
身
の
錦
織
良
成
監
督
に
よ
る
た
た

ら
製
鉄
を
題
材
と
し
た
映
画
「
た
た
ら
侍
」

は
、
木
原
村
下
ら
が
炉
を
作
り
指
導
し
ま
し

た
。
今
年
１
月
に
は
撮
影
が
終
わ
り
、
公
開
に

向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
出
雲

町
が
誇
る
た
た
ら
製
鉄
が
、
今
後
も
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
ま
す
。

古の炎
いにしえ

未来へつなぐ
日刀保たたら操業

Ⓐ
火
入
れ
式
で
は
、
木
原
村
下
（
手
前
）
と
渡
部
村
下
の
２
人
の
村
下
が
初
種
（
は
つ

だ
ね
）
と
な
る
砂
鉄
を
装
入
。
70
時
間
に
及
ぶ
操
業
が
始
ま
り
ま
す
。

Ⓑ
「
下
灰
」
は
炉
を
構
築
す
る
前
に
、
炉
床
を
し
っ
か
り
と
炭
で
固
め
る
工
程
。
燃
え

た
薪
を
「
シ
ナ
エ
」
と
い
う
道
具
で
交
互
に
叩
き
、
１
回
に
45
分
か
ら
１
時
間
か
け

て
細
か
な
粉
炭
を
作
り
出
す
。
こ
れ
を
数
回
繰
り
返
し
ま
す
。

Ⓒ
操
業
中
は
、
30
分
お
き
に
砂
鉄
と
木
炭
を
装
入
。
１
回
の
操
業
で
使
用
す
る
砂
鉄
は

約
10
㌧
、
木
炭
は
12
㌧
。
こ
れ
を
三
昼
夜
繰
り
返
し
、３
・５
㌧
の
鉧
と
な
り
ま
す
。 Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ


